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不具合発生箇所

刈取脱穀作業車の動力伝達装置において、走行ギヤボックスの注

入オイル量と給油口の位置が不適切なため、ギヤボックス内ギヤの

高回転によるオイルの泡立ちと跳ね上げにより、ギヤボックス内の

オイル油面が上昇し、給油口キャップ部のエアー抜き穴から油が噴

き出すおそれがある。

給油口の延長と検油口の追加により識別する。

注： は、交換部品

は、追加部品を示す。

全車両、走行ギヤボックスのオイル量を減らし、給油口を上方に

延長するとともに、検油口を追加したオイルサクションパイプに交

換する。また、取扱説明書の記載内容を修正する。
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